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「いのちの教育」は、2008年に文部科学省が初等・中等教育において「生きる力」をキーワードとし
た学習指導要領の改訂に伴い、将来の超高齢社会を見据えた「いのちの教育」を重視する指導指針が示
された。学習指導要領の改訂では、自他の生命を尊重する心を育てることを道徳教育に位置づけ、子ど
もたちの豊かな心を育むための指導内容の重点化がなされた。しかしながら乳幼児期における健康教育
が、本人の健康行動にどのような影響を与えるかに関しては十分理解されていないのが現状である。そ
こで、幼稚園児を対象とした健康教育を基盤とした「いのちの教育」プログラムを実践後、園児の行動
の変化の有無について保護者と幼稚園教諭を対象としてアンケート調査を行った。その結果、健康教育
後の言動変化の有無については、幼稚園児の変化が見られた割合がどの学年も保護者回答 80%、幼稚園
教諭回答 100%との回答を得た。また具体的な行動変化は、幼稚園児は学習したことを保護者（家族）に
教えている行為と健康行動の変化が共起ネットワーク図等から読み取ることができた。また、幼稚園教
諭回答からも、幼稚園生活の各場面の中で、園児同士の声掛けや実際の行動に繋がっていることが分か
った。このことは、3歳から 5歳までの幼稚園児であっても、科学的な根拠を成長発達レベルに応じた
教育をすることで、健康意識を育て小学校への健康教育に繋ぐ重要な時期と捉えることができると考え
られる。本研究から、幼児期からの健康教育を基盤とした「いのちの教育」プログラムにおいて、発達
段階を考慮した継続的なプログラムによるステップ by ステップ法の健康教育実践について教育効果が
あると示唆された。 
以上より、幼児期の健康教育を基盤とした「いのちの教育」実践は、子どものセルフケア行動を生か
すことで、様々な健康問題に対処できるための「生きる力」を育むことに繋がる重要な位置づけと考え
られた。さらに、義務教育及びその後の教育の基礎を培う上で重要な役割を担うものと期待された。幼
稚園での実践を通して、単発的な健康教育で終わることなく、幼児発達の特性を考慮した系統的・継続
的な「いのちの教育」プログラム開発は、幼児教育においての新たな試みであり、「いのち」を大切に
する社会の構築にとってきわめて重要であると考えられる。 
 
